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令和４年度 自己評価 園長総括 

令和５年３月 24日 

富士光明幼稚園 

１ 幼稚園の教育方針 

１．心も身体も健康で、優しく思いやりのある子に育てる。 

２．人とのかかわりを持つ力を育成し、両親や周りの人達に感謝する心を育てる。 

３．一人一人の発達の特性に応じ、明るく、伸び伸びとした園生活を営み、遊びを通して総合的な 

指導を行う。 

４．日常生活に必要な言葉がわかり、自分の気持ちを言葉で表現し伝え合う喜びを味わう。 

５．豊かな感性を育て、感じたこと、考えたことを心や身体で表現する喜びを味わう。 

 

２ 教育目標 

 

３ 本年度の重点課題（学校評価の具体的な目標や計画）・ 

・園内研修／研究に努め、自己向上の為の学び合える環境を整える 

・指導計画の見直しを行う 

 

４ 評価項目の達成及び取組状況 

 

教職員の自己評価点数をもとに判定 

評価項目 

教員自己評価 

点数による 

平均判定 

検討後 

園長 

評価 

理  由 

① 保育の計画性 2.80 Ｂ Ｂ 
保育・指導計画の大切さを学び、見直していく努力はしたが、日々

の保育に活かす事が出来なかった。 

② 保育のあり方 

 幼児への対応 
3.40 A Ａ 

子どもたち1人１人の個性を良い方向へ援助・対応する事に努め

た。教師各々の能力を活かせる保育を目指した。 

③ 教師としての資

質、能力、適正等 
3.30 Ｂ Ｂ 

子どもの主体性を伸ばす環境を整えられなかった。園内研修・研究

をして資質向上を目指したかったが、計画的（定期的）に行えなか

った。 

④保護者への対応 3.45 A Ａ 
保護者の立場になって接し、どんな些細な事でも不安や誤解を招か

ないように心がけ、個々に丁寧な対応を心がけた。 

みんな仲良く元気な子 

我慢強く最後までやり遂げる子 

優しく思いやりのある子 

決まりを守る子 



 2 

⑤地域の自然や地域

との関わり 
2.10 C Ｂ 

コロナ禍で色々な行事が中止・縮小する中、園外保育で近隣の公園

に出かけた事で、地域の方々とご挨拶を交わしたり、自然や季節を

感じる事ができた。 

⑥研修と研究 2.68 Ｂ Ｂ 

昨年度に続き静大教授の訪問指導を受ける機会が2度あり、職員間で

研究し、目標を持って臨む事が出来た。これに満足せず、より質の高

い教育を目指し学びある園内研修を行いたい。 

 

※平均判定の表示基準       

A・・・概ね達成されている・・・・・・・・・・・・3.34～4.00 

Ｂ・・・ある程度達成しているが、改善余地あり・・・2.67～3.33 

Ｃ・・・取り組みされているが成果が十分でない・・・2.01～2.66 

Ｄ・・・取り組みが不十分である・・・・・・・・・・2.00以下 

 

５ 本年度の重点課題の総合的な評価結果  

コロナ禍 3年目でまだまだ行事を中止したり、縮小する傾向にあったが、子どもた

ちの安全と笑顔を第一に考え、出来得る最大限の楽しみを行う事が出来た。 

また昨年度に続き、静大教授の訪問指導を受ける機会が 2度あり、主体性を伸ばす

環境を整える努力をした。 

教職員間で計画的に園内研修・研究を行う大切さを知り、学び直す事が出来た。 

 

６ 今後取り組むべき課題 

課 題 具体的な取り組み方法 

より質の高い教育を目指し、

学びある園内研修を計画的に

行う。 

光明学園の目標を具現化する為に、令和 5 年度も外部講師を招いて

園内研修を行う。積極的に、能力を活かせる保育を目指す努力を意識

したい。 

 



自己点検（教職員編）　総合分析表

※個人名の記載は控えさせて頂きます

1 2.95 3.75 3.85 3.88 2.22 2.92 19.57

2 2.40 2.90 3.00 3.00 2.10 2.30 15.70

3 2.86 3.17 3.13 3.21 2.00 2.55 16.92

4 2.80 3.40 3.30 3.30 2.00 2.20 17.00

5 2.60 3.40 2.70 3.30 2.50 2.90 17.40

6 3.20 3.80 3.80 4.00 1.80 3.20 19.80

16.81 20.42 19.78 20.69 12.62 16.07 106.39
点
検
人

6人
各項目の

平均
ポイント

2.80 3.40 3.30 3.45 2.10 2.68 106.39

今回の点数合計

106.39
144.00

満点の場合

73.88
前年度より

▲ 2.26
ポイントダウン

前年度の点数合計

109.65
144.00

満点の場合

76.15

令和4年度

100点満点
換算で

富士光明 幼稚園　教職員全体での集計

職名 氏名

項目ごとの平均ポイントを以下に記入

Ⅰ保育の計
画性

Ⅱ　保育の
在り方・幼児

への対応

Ⅲ　保育者と
しての能力

や良識・適正

Ⅳ保護者へ
の対応

Ⅴ地域の
自然や社会
との関わり

Ⅵ研修と研
究

100点満点
換算で

合　　　計

点数合計

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00
Ⅰ保育の計画性

Ⅱ 保育の在り

方・幼児への対応

Ⅲ 保育者として

の能力や良識・適

正

Ⅳ保護者への対

応

Ⅴ地域の

自然や社会との

関わり

Ⅵ研修と研究

自己点検 総合分析表
（幼稚園の教職員全体）

平均ポイント



令和4年度　自己評価・学校関係者評価------総括

評価項目の達成及び取組状況 富士光明幼稚園

A 十分達成されている 4

B 達成されている 3

C 取り組みされているが成果が十分でない 2

D 取り組みが不十分である 1

評価項目
自己評価
集計後平

均

数値に
よる判
定

園長判
定

自己評
価集計
後平均

数値に
よる判
定

園長
判定

関係者
評価

集計結果
評価数

平均
点数

関係者
評価
判定

 保育の計画性 2.75 Ｂ Ｂ 2.8 Ｂ Ｂ 19 6 3.17 B

保育のあり方
幼児への対応 3.46 A Ａ 3.4 A Ａ 23 6 3.83 A

教師として資質
能力、適正等 3.41 A Ａ 3.3 Ｂ Ｂ 19 6 3.17 B

保護者への対応 3.55 A Ａ 3.45 A Ａ 23 6 3.83 A

地域の自然や
地域との関わり 2.04 C Ｂ 2.1 C Ｂ 17 6 2.83 B

研修と研究 2.6 C Ｂ 2.68 Ｂ Ｂ 19 6 3.17 B

評価集計・判定の方法について
　★　学校評価委員　回答数6名による評価書を集計しました。
　　　Ａ～Ｄの評価を下記の方法で数値化・集計しそれに対して判定をしました。
　　　　各評価委員の評価判定を、Ａ＝4点　Ｂ＝3点　Ｃ＝2点　Ｄ＝1点に置き換え全部を集計。
        最高点24点～最低点6点　間の18点をほぼ均等割りで４段階判定

回答数6名
判定 集計数字
Ａ 21以上
Ｂ 16～20
Ｃ 11～15
Ｄ 10以下

という点数から、４段階の再評価をいたしました

学校評価委員会
保護者代表 Ｒ４年度ＰＴＡ会長

保護者代表 Ｒ４年度ＰＴＡ副会長

学識経験者 英会話学校経営

学識経験者 体操教室　講師

地域住民 厚原南区区長

地域住民 近隣特別養護老人ホーム施設長

※ 個人情報に関わることなので、個人名の掲載は控えさせて頂きました。

コロナ禍で色々な行事が中止・縮小する
中、園外保育で近隣の公園に出かけた
事で、地域の方々とご挨拶を交わしたり、
自然や季節を感じる事ができた。

昨年度に続き静大教授の訪問指導を受
ける機会が2度あり、職員間で研究し、目
標を持って臨む事が出来た。これに満足
せず、より質の高い教育を目指し学びあ
る園内研修を行いたい。

昨年度 当年度

令和5年3月30日

理　　由

保育・指導計画の大切さを学び、見直し
ていく努力はしたが、日々の保育に活か
す事が出来なかった。

子どもたち1人１人の個性を良い方向へ
援助・対応する事に努めた。教師各々の
能力を活かせる保育を目指した。

子どもの主体性を伸ばす環境を整えられ
なかった。園内研修・研究をして資質向
上を目指したかったが、計画的（定期的）
に行えなかった。

保護者の立場になって接し、どんな些細
な事でも不安や誤解を招かないように心
がけ、個々に丁寧な対応を心がけた。

令和4年度の、学校評価委員会は、新型コロナウィルスによる感染拡大を防止するため、

昨年度と同様、書面開催とさせて頂きました。



学校関係者評価委員による自己評価の判定について(総評)     

・保育の質の向上に向けて取り組んでいるのが保育内容から伝わってきた。今の子ども達に合っ

た保育や対応を心掛けているように感じた。 

・昨年同様、行事の中止や縮小を余儀なくされ、大変な苦労があったと感じた。その中で子ども

達の為に様々な活動を考え、実行してきた。評価の判定としては、A:十分達成されている項

目、そうではない項目とそれぞれだが、全ての項目で B:達成されている、という評価が出来る

と思う。 

・コロナ禍から少しずつ普段の生活に戻る中で、その時その時に合った対応で保育を進めていた

と思う 

             

個別の項目について（自己評価の平均点数と それに対する評価委員のコメント） 
   

１．保育の計画性 3.1 

・コロナ禍でできる事を考え、親や子にとって１度しかないその時を大切にしていると思えた。 

・年度当初はまだコロナが猛威を振るい、何が起こるかわからない中、活動についてはなかなか 

計画的に行えない部分もあったと思う。 

・コロナ禍での生活 3年目、制限をした中でも季節ごとに合ったイベントの開催ができていた。 

・計画し、実施していく、PDCAサイクルを今後も継続を願う。 

２．保育のあり方 園児への対応 3.5 

・丁寧な保育、声掛け、対応を感じられた。１人ひとり違う子ども達に対し、しっかりと向き合

ってその子に合った対応をしていたと感じられた。子ども達の「幼稚園が楽しい、先生が好

き」という気持ちや、笑顔に表れている 

・様々な個性がある中、その話を聞き、園児たちが楽しくのびのびと過ごせるような環境を作っ

ていると感じた。 

・1人 1人をよく見て、それぞれのペース、特性を考え対応していたと思う。 

・園長をはじめ、どの職員もよく子どもの話をしていた、１人１人の性格や個性を把握していな

ければできない事だと感じた。 

・目標とされる保育、教育に向けて、良い方向、対応に向けられるよう努力していると感じた。 

３．教師としての資質、能力、適正 3.2 

・1人ひとりに丁寧に接していると思う。どの先生にも安心して子どもをお願い出来る。 

・園児たちが毎日過ごしやすい様な環境になっています。上記２と同様、1人ひとりの話をよく

聞き、適切な援助を感じた、発達や個性に応じた関わりをしている。 

・自己評価は厳しいが、今後も同様の継続が望まれる。 

４．保護者への対応 3.5 

・いつも丁寧に対応していると思う。コロナ禍で例年以上に様々な意見があったと思うが、色々

と考え、検討しているのがよく伝わってきた。 

・様々な考えを持つ保護者に対して、丁寧に納得するまで話をしていた。クラスだより、保育参

観などで日常の様子がわかる様配慮していた。 

・保護者の方々にも丁寧に接し、不安を抱かないよう対応をしていた。面談や参観などを通しな

がら子ども達の様子を見てもらう工夫がされていた。 

・保護者方への理解を促し、共に育むよう声がけしている努力が伝わってきた。 



５．地域の自然や、地域との関わり 2.5 

・中止になる行事が多く地域との関わりは減少しているが、その中でも今年は年長児が園外保育 

に出かけ、自然を感じる事が出来たようで嬉しく思う。子どもから木に実が付いていた、花が

咲いていた、という話が聞けた。また小学校進学に向けて歩く練習にもなるため、今後も年間

を通して実施出来たら良いのではと思う。可能なら年中、年少も行けたら良い。 

・地域の方々とのかかわりは最近では難しいように思われる。バザーの開催を通して地域の方々

とのふれあいや、公園等で子ども達が自然と触れ合う機会を多く作ることが今後の課題になる

かと思う。 

・園外保育で訪れた先の駐車場で、落葉の音を感じたりしている様子をうかがい、交流を積極的

に行い、自然にふれていると感じた。 

6．研修と研究  2.5 

・外部講師による園内研修を行っているということで、さらなる保育の向上を期待します。 

・研修を行ない普段の保育に役立てているかと思う。今後も引き続き様々な方々からの意見を参

考に保育に役立てて頂きたい。 

・今後も継続した（職員）教育が求められていくと思う。 

 

その他 学校評価委員より幼稚園への助言等        

・あたたかい雰囲気の園で、子ども達はのびのびと楽しく過ごすことが出来ていると思う。親が

参加できるボランティアも、楽しく良いことだと思う。今後の益々の発展を祈りたい。 

・地域との交流も難しいコロナ禍ではあるが、私達の施設も是非コロナと新しい共生の形を目指

していきたいと考えている。 
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